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特集・子ともの文化活動

児童テレビ番組をめぐる
国際事情
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主任研究貝
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　はじめに

　昨年の1979年が国際児童年だったことも関係ある

と思われるが，児童とテレビをめぐっての社会的関

心は近年，国際的に広がってきている．そうしたこ

とも含めて，このところの児童テレビ番組をめぐる

国際事情について概観してみよう．

　L番組の国際化

　日本は世界的にみて，外国からの輪入テレビ番組

は少ないほうである．それでも気をつけてみれば，

さまざまな外国の児童番組が放送されていることが

わかる．ことにアニメーションの類にそうしたもの

が多い．

　番組の輸出で世界第1位はアメリカであるが，児

童番組の分野をみると，イギリスも相当強力な輸出

国といわなければならない．児童向けのしっかりし

たドラマシリーズは永い伝統を持っているし，イギ

リスの古典ものを扱ったドラマは，本来おとな向け

に作られたものでありながら，例えば西ドイツでは

児童が家庭とともにみるのに適した内容として、児

童の視聴に適した時間に放送されている．

　そうしたすぐれた質を保った娯楽的な児童テレビ

番組も多いのだが，輸入番組で問題になるのはアメ

リカや日本のマンガ，怪獣ものである．日本の怪獣

ものはアメリカを中心に．東南アジア諸国にまで輸

出されているが，多くの場合，その内容と表現の暴

力性が高すぎるということで，批判の対象とされて

いる．また，アメリカのマンガは西欧で暴力的すぎ

るという批判を浴びることが多い．事態の解決を暴

力的手段で行うということが問題にされている．

　暴力の問題はテレビの児童番組にとっての最大の

問題とされてきたものだが，同じ暴力的行為が、異

なる文化の社会では異なる意味づけを持つことがあ

るので問題は簡単ではない．

　かつて日本の「鉄腕アトム」はアメリカで“暴力

番組t一として強く批判され，日本人を驚かした．ま

た児童番組ではないが，日本の時代劇も暴力的であ

ることが批判されることが多い．テレビ番組の輸出

入はこうした文化的問題を含んでくる．

　娯楽的要素の強い児童番組の領域以外で番組の国

際化が著しいのは，教育的な番組である．ことにア

メリカのCTW〔チルドレンズ・テレビジョン・ワ

ー クショップ）が最初の事業として制作した「セサ

ミストリート」の放送が1969年に開始されてから、
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まったく衝撃的といってよいほどの新しい波がこの

分野に拡大していった．

　日ごろCMを見なれて育っている子どもたちの関

心を十分にひきつける技法を採用して，家庭環境に

恵まれない児童に、楽しめる教育的要素をふんだん

に組み入れた番組シリーズを開発したのが「セサミ

ストリートJだった．アメリカのまだ弱体であった

公共放送系の放送局で放送された「セサミストリー

ト」は，あっという間に世界中に，先進国，開発途

上国を問わず，文字どおリ世界中に輸出された．そ

れぞれの言語にふきかえたり，手を入れたりして放

送するものから、放送はしないが徹底的に分析研究

するものまで、各国の反響はすさまじかった．明ら

かに「セサミストリート」は，児童テレビ番組の

1つの新しい方向を示した．そのあと，これを模倣

したもの，模倣はしないが十分にその手法の批判的

検討を経てつくられた独自のものなどが，続々と生

まれた．番組の国際化は，娯楽的な分野から教育的

な分野まで，バラエティを豊かにしながら拡大しつ

つある．

　2．問題の国際化

　国際化してきたのは児童番組の輸出入の面だけで

はない．それぞれの社会で，テレビと児童をめぐっ

て問題にされることが世界的に共通になってきたの

である．もちろん社会が違うのだから具体的な問題

のされ方は異なるが，論議の本質は同じなのである．

　1つは子どもに向けた番組を，土曜日や日曜日の

朝に集中することについての問題である．児童番組

を増やすように、というのはどの社会にも共通した

親の要望である．しかし、平日の夕方から夜にかけ

　　　　　　　　　　　　　　　　世界の児耐と母性．

て十分な時間を児童番組に当てることは、なかなか

難iかしい．いい時間はおとなの番組，少なくともお

となを含めた視聴者が喜んでみる番組を放送したい，

というのが放送局，ことに商業局の立場である．夕

方を児童のために特別にとっておくように．という

要請も強い．それにしても時間は限られている．そ

こで，児童番組を増やすようにという要求にもこた

え，夕方から夜の時間をあまり多く児童番組に割か

なくてもすむように工夫することになる．

　こうして土曜，日曜の朝が割り当てられる．多く

の大人はまだ寝ていて，児童だけが起きていること

の多い土曜，日曜の朝に，児童の面倒をみるものと

してテレビ番組がたっぷりと用意される．2時間ど

ころではなく3時間も4時間も，アニメーションの

マンガを連続的に編成し，その間にまたたっぷりと

児童の喜ぷ食品や玩具のCMを打ち出す．

　こういう形が完成しているのはアメリカの商業テ

レビだが，型としては他の国にも多かれ少なかれみ

られる．こうした時間に質の悪いアニメーンヨンが

多く放送され，子どもたちはおとなの目からまった

く自由に，そうした番組に長時間しばりつけられて

いることの問題が指摘されている．

　もう1つ各国共通に問題とされていることをあげ

れば，一般的に子どもたちは必ずしも児童番組ばか

りみているわけではなく，むしろおとな向けの番組

のほうを喜んでみている．ということについての問

題である．これは日本でも指摘されていることで，

児童も小学校の上級になると，人気の高い番組はお

とな向けの番組であることのほうが一般的である．

　児童がなんの用意もなく，おとなの世界の価値を
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反映した番組にじかに触れることの問題が議論され

ている．もちろん一方では，おとなの世界をまった

く反映しない児童番組はむしろ好ましくない，とす

る立場もある．また，それは児童が好んでみている

おとな向け番組の内容による，とする議論もある．

　いすれにしても児童が、児童のために作らtLた番

組に対するよりも，おとなの興味をつなぐものとし

て作られた番組のほうにひきつけられていることに

問題がある．いったい，今日の社会では児童番組と

いうものが成立するのかどうか，そのことを問題視

する人まで出てくる．こうして問題は，各国で本質

的に同じ主題をめぐって提起されている．そこから

当然のことだが各種の市民団体が事態の改善に立ち

上がることになる．子どものためにテレビ番組を改

善しようという運動が起こりつつあるのも，世界的

に共通してみられる現象である．もちろん以前から，

例えば宗教団体やPTAといった団体の運動はあっ

た．しかし今や，そうした団体に限らず一般の市民

グループが，さまざまの形で専門家を組み入れなが

ら，テレビと児童の関係の問題をとりあげ，改善の

ための運動をしている．

　3．より厳しい規制を求めて

　ひと口でいえば，世界のテレビ界には児童のため

に好ましいテレビ環境を求める，社会の強い要請が

吹き荒れている．

　ことにアメリカでは．市民団体をはじめ各種の団

体の運動が盛んにな1）　，そうした運動を受けて広告

の規制を所管している連邦通商委員会，あるいはそ

れをさらに受けて通信の規制を担当している連邦通

4

信委員会が動いている．いちばん強力な市民団体は

「子どものためのテレビを求める行動」（ATC）と，

自らを名づけた団体で，これはもともと児童テレビ

番組を中心にみられるテレビの暴力要素の追放を求

めて立ち上がった母親たちが中心となっている．

　近年ATCは暴力もさることながら．週末に集中

している児童テレビ番組の中のCMを特に問題とし

て取り上げている．究極的には，児童テレビ番組か

らCMをいっさい追放しよう，というのがATCの

目的だが，当面は児童番組や児童が多くみている時

間のCMに，厳しい制限を法的に設けるよう求めて

いる．

　こうした動きには当然ながら，食品メーカーを中

心とするメーカー，商業テレビネ・ソトワークが反対

の立場を強く押し出して，対立している．連邦通商

委員会のCM規制の動きは，同委員会の権限範囲に

含まれるものか否かの議論まで生じて、動きはチェ

ックされている様子である．

　おとなが一緒にみていないときに，児童をそっく

り広告主に売り渡すようなCMのあり方への批判の

ほかに，健康に好ましくない影響を及ぽすおそれの

あるスナック菓子類が問題とされている．さまざま

の勢力が入り乱れて，児童テレビ番組の暴力的要素，

CMのあり方をめぐって攻防が繰り広げられている

のだが，こうした状況は，強制するよりも，テレビ

会社，メーカー，番組プロダクションの自主規制で

業界自身が自らを是正するという事態が好ましいの

はいうまでもない．

　CMではないが児童番組の内容や質について，目

下のところ最も厳しい規制環境をつくっているのは
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　ACTが放送しているスポット

t一ストラリアだろう．t一ストラリアではテレビ

は公！L放送．ヒ商業放送の2本立てで．，商業放送は放

送裁定宏貝会の厳しい監督のもヒに．この委U会の

1：見制によ．，て，平日午後4時から6時までは児童だ

けのためのテレビの時間とされている．さらに4時・

から5時の間には、同委貝会であらかじめ承認され

た｛輸］を週当たリ最低3i1与問　一今年u980▲の7

｝jからは51ぽ1閉　　放送しなけれはこならない．

　これを承認するのは㈲委H会の中の児撒i’亡番組委貝

会た．か，非常に厳しい査定をLている模様である．

ことに対象とする児童の年齢層の徹定．と内容が，児

童の発注段階に応じた貞のニーズと関心に合ったも

カかどうか、か介定の［丸準とな．．／．ている．もちろん

こvLた厳Lい［…見制に対しては．テレビ局はイミ満た．

カ㌧　 二ltL（こfノ〔］）なtナノ1｛t’じ文jSJ、ゆソ）ilj・免，ll，t二’1］tこ　、一，r．

　　　　　　　　　　　　　　　Ii‘　ie己　．”　／tdt‘」　‘1tト　　」　　［；i　：〆：

事態は不利になる．放送裁定委員会は商業局の再免

許について権限をもっており，それぞれの地域での

公聴会の結果を考慮して，再免許すべきかどうかを

決定する．このような法的規制による質の確保は本

当は、望ましいことではないのであろうが，商業．．i．…

義的な行動の行き過ぎから．結局はrlらをしばって

しまうことになっているのである．

　日本でも．児童を暴力的なテレビ番組から守り，

児童番組の中のCMの｝1｛：を減らし，できれば全廃さ

せよ・）という市ICIJI体グ｝動きカ《ここt～2年の1司（．二

少しづつ活発化Lつつあるのも、世界的な動向t丸・1

1，t’　：したも・V）と」・う’＼きた’ろう．

　4．テレビをみるカを育てる

　先進国ばかりでなく、多くの開発途1：国こテレ1二「

はす・，かり日常生活のlilに入リ込んで．いる．そうし

たテレピを．ノiSから全irii的にj〔王い出すー二tはほとノt

ビ無理である．また，いかなる放迭も財．源1’1（」戊II・盤な

Lには成・㌧：しないL、その社会の必要1．．，商丁放送

ilill度をと・．，ているところて広汁収人を一ビロにLてL

まう二ともできない．もちろん番組め改善への要求

は統けなければならないか、それヒヒもに、みる側

の教育か必要て．ある．

　そ’］Lた考．えからテレビをみる力、選択的にみる

力、4・　N・　9一斤聞を・㌦みとる力と同Lような意ll．｛1で．テ

レビを読む力を育てることか’必要た．ヒされている．

と「つ」〈jd，Ll，t’i’cごノ）．ようなノJカ‘r）くC「〕カ・，　とL、t．P．ニヒcノ）

実験研究か少Lポっ進んでいる．実験の結果にj，Lつ

いてP引、li’を作る，；式．Jt＾も川てきている．

　メテfア・リテラシ・一　　ノテfアに川ILた読ノメ

「D



　ニューヨークの広報組織の公共的スポット

1反リnピカ　　 と11乎（よれ『iこいるが，杓FLいt｝！：’／，hitカソ．）

分野とLて．二うした研二究と実践がlri／1．ヒげ．られてき

t　ロ 　　　　　 づ
．こい⇔．

　さらに，そうした｛川二「究cノ．）辛吉昇↓を　寺一．．てい・ても「IVL二

合わな’いという．ことから、」’見在て．1㌧ることを｛一るべ

きだ．というので，Il：1常生活の中て．．テレ．ビを見る見ノ1

を・規グ）協力を得なか．ら［刮めていく運動もすすめ・’、れ

ている．しかも、そうLた運動をテレビを通して行

うという点で．アメリカ．のいくつかの試みは興味深v・，

　前へ一ンの2っの写真は、前述のAC『1’が放送し

ているスポ．．．、・トて．．ある．ちょうどCMのように歌入

りのスポ．．．・トアナウンスで．、規力川”どもと一一緒にな

一．ンて、ゆ一tくリ手間をかけてテレビの見．方を教える

ことか．大切だと柔らかく訴えている．　ttテレヒ’には

べ」さしく、愛・h‘∫ある「配慮を．もって1句かいまし．！う”

というメ．．’セージである．

　．Lヨ．昌ク）「弓二CUま，　「人1了ミ（［勺には1司L、ような・、ll“　」Lをして

いる別ソ．）スホ．．ソトで．ある．これは商業放送［拝業…．者．ク．．

JL一フ「． が，二．ユーヨークに設けている広報組織「テ

レヒ． 1W判乏オフでス．l　a）公．」ト［－il｛Jスポ．．，トて．、　ft．どもfJご

）（

テしビ存みるままに仮っておく，y）はよくないので．、

親が・・緒にいてf・どものもつ疑問（二答え，誤・．たヒ

らえノiをLないように注意するニヒ〃人切た．．と，‘、1∬

idE1　’－S（のアドバイスv．）形をと一．／ている．アメ1）カグ）よ

うに商業テレ亡．ソ）ちハノ」カv圧．1到il《Jに強いと二ろで．は、

児．1覧とテし　ピ．．ヒの1劉「系をよL・ほうに　も「．、て」liくに1ま1

Lつや2つク）やリ万て．．は聞に合わな’いので．ある，　多

様な「↓没によ・．二こ、　多くの方角力・らこ力巴1題に対．処

L．、　Lカ・もたた’！乏亜力的、　「；．ぢ禦［’ILJにり己liτをテレ1ご．から

「．1：るだけで．なく、よりよい番紺を作るように限極的

に働．きかけも『’」．ーるL、　また．　f’：どもた．ち自身か．f｜E動

的な態度て．．テレビに選択的に対1応する力がっくよう

に育てる，ということもLている状況t“’のて．．ある．

　改善への働きかけ

　テレ．ビ番組の国際的なi元［通は、今後も，ます圭す

盛んになるヒ思われる．テレ巳は・種ン）消姪品で．あ

ったが、すく．．れた図II｝：などのよr）に，世界中にい

つまで．も流通するものに変わりつつある．

　そうした国際化の動きは、番紺の内容，質につい

て今後い一．・そう厳しい基準を．要求するこLになるた．

ろう，一万、児童とテレビの関係を．めく1．る社フごの動

きも、ます圭す国際化して、国際的な1疏＝i周の態勢で

テレビ児童番組改善の1元［iJJへの働きかけが強化ざ］「．，

また、テレヒ．を．みる能力を育てる運動も、同Lよう

に国際的な展望をもってすすめられる二とになるだ

ろう．改．善への働きかけがいすれの［dにおいても、

ふつうの母規を・rl「心とLてL．だいに．大き．（な一．戸i：い

t．．．／たこヒは，ll＝1：柄cつ乍質をヌ凶るうえて．．、1十・．．t．　LてSsl

れてはならないことと思う．



世界の児巾1．ヒ母fl

特集・子どもの文化活動

最近の海外の子どもの本
●絵本を中心に

荒　井　替
r一集県立・1．ド央図i巳：角8

子

　南米の絵本のこと

　私どもの図書館に、この数年来，1年に1度，ブ

ラジル人のクレスポさんが南米の子どもの本を携え

てやってきます．クレスポさんの仕事は、ブラジル

を中心に南米の図書を日本に紹介するため，日本じ

ゅうの大学図書館や公共図書館をまわり展示会をし

たり．ll芋には達者な日本譜でt：どもたちにお話をし

たりして，ブラジル文化紹介の一役を担っています．

　当初．彼が持ってきた本は、ディX’二　一まがいの

グリムの絵本だったり，装丁や紙質のよくないもの

ばかりで，あえて図書館にポルトガル語で．書かれた

ブラジルの本を購入し，資料として保存したくなる

ような本はあり．ませんでした．

　しかし，’1・さなペーパーバックのなかに，2，3

冊気をひかれるようなものがありました．それは南

米のジャングルにしかいないような動物が，活躍す

る絵本です．．1：手とはいえない筆つかいて’すが，私

どもの知らない鳥や獣が．力強いタ・7チで描かれ，

聞けばジャングルに伝わる昔話ということです．

　私はクレスtさんに「こんな本かもっとないです

か．ディズニー風は，ブラジルから買わなくてもほ

かにいくらでもありますから」と、つい日をすべら

愚 借．

司P

　生いきとLた生活感が出ているブラジルの絵本

せてしまいまLた．するとクレスポさんは，私の言

ったことを理解してくださり，次回から南米らしい

趣きのある本を見せてくれるようになりました．小

　　ぼ　　　ロ

人のサシといういたずらものの話も，そんなとき知

ったのでした．今年は、ブラジルばかりでなく、コ

ロンビアやアルゼンチンの絵本も楽しむことができ

ました．

　それらの絵本はt正直にいって欧米の安価な絵本

の真似だったり．おもちゃに近いものもありました．

　しかし，お話の素材’がたくさんあるこれらの国に

は、絵本もこれから1申ぴていくだろうという勢いと

いうものを感じさせてくれます，
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　安野光雅著「旅の絵本」表紙

　ユネスコ・アジア文化センターの仕事

昨年（54年）は，国際児童年を記念し，数かずの行

事が行われましたが，ユネスコ・アジア文化センタ

ー
でもアジア地域の児童書、児童雑誌の出版の専門

家を養成する研修コースが1か月にわたって開催さ

れました．その際，私も1日仲間に加わり、日本の

子どもの本の状況や図書館活動について話し，参加

16か国のアジアの国ぐにの子どもの本の出版事情を

知ることもできました．

　インドのクロス夫人の報告によれば，インドでは

たくさんの方言が外国語ほども違い，一冊の本を作

っても，それを普及させることがどんなに大変なこ

とか，人口問題と教育の普及など，解決しなければ

ならないことが山積みであるとか，バングラデシュ

では，子どもに対し，親たちが学校に行くより働く

ことを望んだり，ある国では，教科書づくりでさえ

困難だということで’した．

　そんな話の中で韓国では、ストーリーテリングの

大会が全国的な段階で開かれているなど，お話が今

でもお年寄りから子どもに伝えられている国ぐにの

ことを聞くと，テレビ中心の日本の子どもの生活の

ことを考えずにはいられませんでした．

　ユネスコ・アジア文化センターでは，早急によい

本をと望むアジアの国く’にの子どものために，図書

を供給するという仕事の一環として，アジア地域の

昔話を集め出版もしています．イギリスの児童図書

館員であり，すぐれたお話の語り手であるアイリン

・ コルウエル女史や児童文学者の松岡享子氏の協力

により、日本の子どももアジアの子どもも「アジア

の昔話」として編まれた数冊の本をともに楽しむこ

とができます．特にさし絵は．それぞれの国の画家

が描いていて，各国の昔話の世界や生活を理解する

のに役立ちます．このような企画は，今後もどんど

ん進められていくでしょっ．

　翻訳される絵本のこと

　さて私は，地方の一図書館に働いていますから，

最近の子どもの本の状況などよく知るすべを持ちま

せんが，日本で出版される子どもの本は、図書館員

としてなるべく目を通すようにしています．そのな

かで驚くべきことは，外国のすぐれた絵本がほとん

ど翻訳されていることです．両親や教師向けに作ら

れた推薦図書リストを2，3のぞいてみても，取り上

げられた図書の6割から7割は外国生まれの本です．

　子どもの本の歴史も古く，評価ということがなさ

れている英米の児童書の場合、全体的に水準も高く．
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tV界び’児巾ヒ1「｝刊．

それらの本が翻訳ということのためにふるいにかけ

らttますから．て．き」か・・たものは水準以．1・．1のもの

になるのかもしれません．f’どもの本の世界では翻

訳ものだ．日本人の芦｝：いたものだと区別する必要は

ありませんか．昨年，コールデコ・．’ト賞＊
を受けた作

品が．もう今年，翻訳され紹介される早さです．お

tなの本と違い．r・どもたちか読者で．すから，その

川芯はゆ．．くりと出てくるでしょうに．

　安野光雅の絵本

　馴のものを受け人れるli’かりだ・た味か．，舷

1生では逆に一醐にn　niノ⑳千で作られた絵本を．進

膿せています、川3Y≦潰N・．13によれば，二1・r

数ト冊の絵本が外匡1語に翻訳されています．アメリ

カの伝統ある書評誌’ボー・・ブック、田。rnB。。k）

：’」）1978年S月号と197と｝年］〔川号には、安野光精iのIAn．

noピs　Journey」や「The　King‘s　FlowerIが取り　ヒげ．

られ．高い評価を・受けていますt安野光雅の絵本は

‘’※・il酬た．けでなくフラン・kオランダ．デンマーク，

スウ」、一デン，イタリアでも出版されていて，文宇

どおり1正1際rlりな絵本．「乍家といえましょう．

「A・n・’・Jl－ey」C・Mins．］9781は，　U本て（ま

】977年に二． 旅の絵本」　1福汁館：li，　J，Mとして出版さ

れてい封・．この絵n・1：［ま文字はなく，馬にzaった

ひとt）の旅人がヨーロ．・ハの村む・らを旅していくか

たちをとっています．見開きのへ一ジごとに描かれ

た臆は・　Hlj．やト｝別1掴瓶カテドラ・し．ξ塚，

お城などか細密に描かれ、安野た雅ならて．はの粂［

い配慮か．はらわれています．ある場而ではグリムの

「．

赤すきん．や1ハメrLンの笛吹き1か組み込圭れ

　写真絵本「ぼくの町にくじらが来た」本文

セ廿ミストリー［の登場人物かハレードしていたリ

Lます．ど二かで見た匝iとよくよ硯れば，三レ＿

の「落穂ひろい・やゴ．．・ホal「ア1レ・レのはね甑の

名1川か見えます．安野光雅お得意のハズ・ルやトリ．，

クも画lfl｛に取り人れられL　f・どももおとなも．二の現

代ぱなれしたゆったり1，た旅の11）：　veにぐんく．んf）］1き

込まれてしまうでL．iう．

写真絵本

　こζノ）ごろ・　’学L．’1｛／を1吏一・た紅ミ本力・目につきます．　「Sj：

疫使った1：　．L’も向1ナ琳は．今まで．にも出片ぱれ

ていて．動物や植物の生態を扱った本のなかにはよ

いもノ）か数多（あります．

　しかL、ここで取りILけ．るのは，今までの本．ヒは

少L傾向の違フたものが出てきているからてす．た

とえば・アメリカのク…フ．‘Knt．，pf　，b礼から洲｛

された　「1ぎくノ）損∫にく　Lらカ・きた」　1∫皆り史ト1川　レし’

う燃・絵村齢グ・∫・ぼよリkl．い∫ソ・ためン戚

本ですか．きL絵てなくス　・一一リー一に‘り：與をつけて

いま．1一．
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　物語は、海岸に打’ち・ヒげられた鯨が3日目に息を

引きとるまでを、ひとりの少年の鯨に寄せる悲しみ

とおそれを通して詩情豊かに描き，この物語の雰囲

気をよく写真がとらえているのに感心させられます．

　先日，イギリスに行ったときにも写真で’つづられ

た本を見ましたが，写真の冷たさがなく写真ならで

はの美しい本がずいぶん出版されています．オック

スフォードの書店で見，日本でも紹介されているト

マス・ベリイマンの「指で見る」「だれがわたした

ちをわかってくれるの」などもf’どもたちの共有の

財産になりつつある本です．

　これらの本は．障害児を撮って物語を構成してい

ますが．暗さとか悲惨さがみじんもなく，明るく．可

愛らしいf・どもたちの表’1青がみごとにとらえられて

います．写真の特性と絵本の、物語るという特性ガ

結びついたすばらしい例だと思います．

　目の見えない子どものための絵本

　べりイマンの本は，障害児を扱った本ですが、も

う1冊，イギリスで求めた本を紹介します．昨年の

国際児童年を記念してユネスコとコリンズCCollins）

社の協力で出版された「Red　Thread　Riddles」とい

う本て’す，，A5変型の白紙に絵が隆起印刷により盛

り．ヒがっていて、指でたどれば形が何かわかるよっ

になっています．点宇と普通の印刷文字（この場合

英語）がそえてあります、表紙は指でたどればすぐ

わかる手，その人差し指には赤いひもが結んであり，

そのひもをたどって次ページをくるとクエ・ソション

マークが描かdL，そのページからいよいよなぞなぞ

が始まります．

目の不自由な子のための絵本（点字もついている）

　例えば針について「わたしは1つ目．でも涙もこ

ぼさずまばたきもしないの，わたしはだれ？」とい

う具合に楽しいなぞなぞを赤いひもをたどりながら

解くことができます．目の見えない子は指で触れな

がら、目の見える子はよく．構成された絵を見て楽し

むことのできる．実によく工夫された本です．そし

ておしまいは，ユネスコの精神にまで小さい読者を

引き・ヒげてくれます．しかもなぞなぞという遊びを

楽しみながら．

　子どもの本として3ポンド95ペンスという値段は

けっしてイギリスでも安くはないでしょう．けれど

も経費をかけても本というものを楽しめなかった子

どもにも，本の楽しさを知らせたいという時代がき

ているのです．

　フランスの本の二と

　ところで，ぞうのババ．．ルの国，フランヌ．の子ど

もの本の状況はどうでしょっ．

　ひとまねこさ’るのジョージやドリトル先生やくま

のプーさんと並んで．人気のあるぞうのババール．ほど

子どもの心をとらえる．人気者を探すのは無理のよっ

ですが，この国も最近，子どもの本の出版点数・部
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数ともおとなの本のL4倍の伸びを示し、多種かつ豊

富な本が生まれています，そのなかで輿味あること

は．セキコ．一ル夫人⑪799～1874年〕の作品がジュ

ー JL・ヴェノしヌt並んで．読まれていることてす．フ

フンスの史家ボー’レ・アザールが「現代の．r一どもた

ちにもハ：の人ぴヒの生活かわカ・るということ，彼女

の本かいつまでも読者をひきつけていられる秘密は

この点にある」と指摘しているように，セギュール

戊畝の1㌦では．－k一人の生きた時代と社会を真面目

に、．IFいているため’kき残っているのでしょう，

　息の長い英国の絵本

　最後に．英語圏の国ぐにの様r一を記さねばなりま

せんが，！歴史があり，層の厚いiT・どもの本の分野を

遵くということは．私の手におえませんが，その本

の腫類の層の厚さを感じさせる2，3の例を書きま

しょう．

　ケンフ．’リ．．・ジやオ．．’クスフォードの児童書専門店

を）レいて悠じたことは，まず自国産の図書か．たっぷ

りあること，内容の幅も広いことです．先にも書いた

「Red　Thread　Ridd】es」のような本から］854年初

版のわらべうたを絵本にした「The　House　that

Jack　built　iのような絵本まで，まるで子どもの本

の歴史を見るように書棚に並んでいることです．な

んの変哲もない印象のようですが．H本のように児

童書が数多く出版されはするものの、半年後、1．年

後にはもう人丁；できない現状から見るとうらやまし

い！，思ゴ．っずに（よL・らv，L圭・↓±ん．

　初版か19〔｝2年のビアトリクス・ポーターの「．ヒ．一ター

ラピ・．・いのシリーズ等は，i皇糖はもちろん．博物館

Vl界！ハ児仔Ll：▲γ1．

1854年に初版が出版された「Th・H・u・e　th・t　jack　b、ilt」

や美術館の売店の敢前線にilkんでいて，まさに現代

に’kきている占典絵本でし．tう．　「もヒやもLやべ

一 ターi8451は，ドイツ生まれてすか、複刻版て．あ

れ，予に人れることができ，たんに資料としての価

値だけて．なく，現代のf’どもたちにも読み継かれて

いるのです．

　この読み継かれているNI［t［を考えてみる．ヒ，｜つ

には※米の図書館活動力：．しっかりしているこtかあ

げられそうです．そのことは石井桃r一氏グ戸1’・ども

の図書館．1（岩波新書）｝こくわしいのですか、ロンド

ンの町角でぶらりと入った小さな公共1剰書館の川㍗］

を見ただけで，質の高い本がr一どもたちに提供され

ていることがすぐわかります．

　テレビのr一どもへの影響は，はかりしれません．

その悪Uをいうだけでなく，］1・どもが強制されず自

由に本の読める場を提供することを考えたいもので

す，これからの時代こそ本を友とし，内lrllΨ活の充

実した人間か求められるのではないて．しょうか．

ri．

＊　，　．」　r．」　　i．．Lls．：lv：tTtt　l：fi‘1Lぷ｝t」，」’〆．1クソ団rlM’“1；h㌃．〃・．

月・jSl　l芝ド‘‘ll版㍉．　e’li：li／，，中‘．T．も．》膓‘．・／us：t，・り1’lj　x．4．－gc．
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特集・子どもの文化活動

日本の児童文化活動

ほL　　　　　　　み　　　　ら　　　　二

星　　　美　智　子
日本総合愛育研究所

　1．現代の児童文化環境

　現在，子どもたちは，過去に例をみないほど物質

的に満たされている．大部分の幼児が幼児用レコー

ドやおもちゃを持ち，半数の・子はビニールプールを

持っている（付表）．このように子どもの持ち物の

豊かさにかぎらず，子どもを取り巻く文化財もおび

ただしいものである．日常的に接するテレビ番組の

量、年間出版される児童図書・絵本・マンガの膨大

な冊数，高級化していくおもちゃ　　児童の生活領

域に対する商業主義の攻勢によって、電波メディア，

印刷物などによる多種多様の文化財がちまたにはん

らんしている．

　しかし，このような文化財のはんらんをもって，

現代の子どもたちが豊かな文化環境にあるとはいえ

ないであろう．子どもの遊び場である空地を奪い，

子どもの遊び時間を教育志向によって奪っているの

が現代のおとなであり，今，子どもたちは，遊ぶ意欲

さえ失いつつある．このようなところに，子どもを

追い詰めてしまっては，文化環境どころで’はなくな

ってしまっ．

　ただ商品化された文化財の量産化に押し流されて

いる現状では，量がいくら多く与えられても，文化

熱心に読書する子どもたち（児童館図書室）

環境を豊かにしているということにならない．

　たとえば，児童劇を取り上げてみると，西欧各国

では，観客数300～500の児童劇専門劇場を国立・

公立を含めて数多く持つており、児童劇団への助成金

が運営基盤を支えている．日本では専門の児童劇場

が1つあるだけである．しかも子どもにまで入場料

が課せられているのが実状である．このようなこと

は，わが国では一般的にいえることだが，文化への，

また子ども文化に対する軽視を物語っている．

　以上のような現状のなかで，子どもの健康育成の

ために，子どもに遊びを取りもどし，優れた文化財

を与えていこうとする人ぴとによって．各分野で地
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道に文化活動が発展しつつある．

2．文化財別にみた諸活動

■読書運動

①地域の子ども文庫

スベリ

　　，lli，

　1、6

　，1］

　15：6

　、1；

3
°

プランコ

　31
16，1

　5t’）

17．2

　6t）

　ge
34．6

　22
13．3

261

Z2．U

　個人の家庭あるいは団地の集会所や地域の公共施

設を利用するなどさまざまで、経費も個人負担のも

のから日治体の補助金を’受けるものまで多様である．

地域で．のfども文庫は1955年ごろから増加しはじめ

て，舷近では全国で3．000をゆうに越すと推定される，

　地域の子ども文庫は，r・どもたちが気軽に日常的

に活用できるところに存在価値があり，幼兇や小学

低学年も対象として，きめ細かい読書運動を進めて

いる．

　日本の現在の臼：居環境では、家庭て本をゆっくリ

読める空間をもたない子も多い．こうした状況の中

で、本の楽しさを知らずに過してしまう子が多いの

も当然である．

　地域文庫はそういう子どもたちに本に親しむ機会

を与え．個々の’f一どもにみあった指導や読み聞かせ

砂　場
　　　一ローフー
ス　ル　ー 三輪卓

、；・師i1万

川以Lの
その．囮一
ノ∫「［1以ヒ

スケー 飾　り　物 の玩N一． ’ご

ワ’ノ｝》 39 128
▲51 8ア1L5

2‘〕．3 66．7 78．6 45．3
33 77 194 241

［z4

u．4 26．6 66．9 83．1 4ど．8

　．12

15．2

　　1’3

｜1．．9

　16〔〕’一〇〆．メ

　lR7

67．5

U7
lz．2

一’∫：） 13 173
｝26 U5

迎．8 5．o 6∪．5 48．5 ．44．2

Io 22 85 llo 59

6．1 」：フ．3 51．5 66．7 35．8

182 184 740 815 5［i2
ユ5．・．1

15．5 62．5 68．8 12ド．1

一

人数lil1

192

2il〔〕

U77

LIGO

1〔｝5

1．184

　　　1刷呪童の福柾需要　E；77　川村Pt・二・，r踊純ll弛，

により．丁どもの読書への喜びを触発してくれるな

ど、地城のr一どもでも文庫の存在意義は人きい．し

かし．設備や資金に限度があるので，公蝶図書：館と

の連携をもって．流動的に蔵書活用で’きれば理想的

であろう．

　②親子読書運動

　1960年に当時．鹿児島県立図書館長だりた椋鳩卜

氏が「教｝惜以外のtsを．　r・どもが20分くらいll売む

のを母がそばで静かに聞く」ことを提唱し，　「．母f・

20分読書」を呼びかけたのが．一’石を投したことに

なった．

　この提唱は多くの人びとの共感を1呼ぴ，県下かC。

ノし戊1・［に拡大、さらに全国的に広がる運動となった

1年後ですでに85　，OOO　Aの．母と子の参加がみらtLた

のである．その後，各地域で新たなIl夫も試みらtL

各図書館や地域文庫，母親クラブなどを中心に，着

実に根づいた運動となっている．

　■テレビ

　①f’どものテレビの会

　アメリカで1970．年から出発した「子どものために
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よりよいテレビをノ　行動する市民の会」　（ACT｛

は、1〔｝年を経てその活動は各国に影響を与えている．

日本では1977年に1・．f・どものテレビの会」　（FCT）

が発足した．これらの会では，テレビの送り手（放

送関係若）と受け手（主婦）それに研究．者で、テレ

ビの問題点を検討し，調査研究を行っている．た

とえば「テレビドラマの登場人物の分析」を行って，

テレビの画面を通して固定的な価値観を植えつける

ことへの批判を行うなど、研究結果を、テレビ視聴

者のU覚を促す］ヲ向に結びつけていく．また番組制

作者は新しいテレビ制作の資料としていく．このよ

うな立体的な活動が他のメディアにも望まれる．

　②1か月ノン・テレビ運動

　神戸市青少年課が1978年10月に，1か月問「ノン

・ テレビ作戦」を実施している．まだ運動というよ

り試みの段階だが，日常的に密着しているテレビを

生活から．切り離した興味深い実験である．42世帯の

報告によると，隣家にドラマを見に行った母，がま

んできずにスイッチを入れた父があるなど．子ども

よりおとなに脱落組が多いことが報・告されている．

また子どもの戸外遊び，親との対話、手伝い，勉強の

効果など多面的な成果が見られ，実験後は、選択し

てテレビを兇るようになったことが報告されている．

　これが刺激となってて地域の．母親グループや個々の

家庭でも「ノン・テレビ作戦」が試みられた．その

意1床では，この実験はひとつの文化活動といえよっ．

　■児童劇

　①児童演劇運動

　　1979年の国際児童年を機に児童劇の国際交流、児

　童演劇の公演・行事と．児童演劇分野の活動拡大は

日ざましかった．1978年には国立プラハ人形劇場（7

～
8月いアメリカのディック・マイヤーズ人形（11

－一　12月）、ユ979年にはソ連国立中央人形劇場（3～5），

カナダのパントマイム劇団（9～loi・Dと来n公演

が続いた．特に国際児童年の催しとしての国際児竜

劇フェスティバル（デンマー久ポーランド，イギ

リス、ベルギーなど参加〕，アジア・太平洋国際人

形劇祭典（16か［玉惨加［）汲年来の課題であった「国

際児童肯少年演劇協会」への正式加盟，また日本の

「劇団風の子」の中近東4か国上演と．児酌劉にと

って国際交流の道が．大きく開かれた．

　国内の児竜演劇も、文化庁の助成に．よって全国23

劇団の地方巡回公演が行われ活況を呈した．1979年

に東京の竹の塚に操り人形劇専用劇場が竹田人形座

の努力によって新設されたことも明るい材料である．

　このような国際児童年を契機とした児堂劇場の活

況が，そのまま児童演劇発展の契機となっていくこ

とが関係者によって強く望まれている．

　②子ども劇場・おやこ劇場運動：全国子ども劇場

．おやこ劇場は1978年2月現在で劇場数252か所・会

貝総数26万強で、毎年その運動は着実な発展をみせ

ている．

　③演劇教育

　1958年の指導要領改訂のころから衰退しつつあっ

　た演劇教育は「ゆとりある教育」をうたう初・中等

　教育の改訂指導要領によって，最近見直されるよっ

　になってきた．つまり，演劇教育の方向としては．

　従来の脚本中心のものから，クリエイティブ・ドラ

　マティクス，クリエイティブ・ムーブメントといわ

　れる劇的・身体的表現活動を中心とした演劇教育が
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遊齢す好どもt・・t5（鰻館・ホール）

拠点になる．

　年川の行事指導，日常的クラブ活動の指導．遊ひ’

の指導が汁画を、㌧：てて実施され．．f’どもの健全育成

を｜．．．1標に活動が展開されている．1，巳竈館活動は屋内

施設の活動で．もあリ、．文化財利旧のil∬動が．ilにな・．．t

ている．各館に多く備えつけられているのは．出版

物，映画、スライド、ノ＼形劇、紙芝い；「・楽器・　L：作

道具，　らくやきな．どで．ある．　r．どもの利用度の高い

ものは出版物，紙芝居、映画の順で．ある．

　地域の人びととともに行事や搭りに参1川し、1；」：凡

クラブやfども会との交流など，地域と密接な関係

が生じはじめている．［几．巾館はいま増設さ］Lつっあ

り一．い学校区に1・fi1’iが，さら1．当同で．は．’団汲区1

館が目標とな・っている．1．り：規の就労の増h［］，遊ひ．場

の喪失など、都市では1’・どもの遊ひ．場の．ヒして、今

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　’　後ます圭す1厄巾館活動の役で、｝lilは大きくなるで．．y・）づり．

　　■］t一ども会活動

　　．各地域におけるn・．Hl竹∫．ども会1．・1勘・　1’ul域姻．／／・

　ボランティア活動など、文化活動も盛んて．ある．数

名のグ，レープが、L〔時，拠す・ンパーまで；1…蝋

はざまさ．．圭で．ある．また．資金も自費中心のものか

ら多額の公費助成、寄「旧’金を基金とするものなど．．

バラエティに富んて．いる．もちろん、活動内容もさ

まさ．・1であるカ．，．　lul　L，kC二・統L磁欲的な活動を．進

めている所か少なくない．｛云承遊び、伝統行事の経

承，公共施設のボランティア清掃．老人’．J’．どもと

の．
交流行・｝．IL、［”i’少年キヤンプ、規∫・読ば・親∫．映Illli

などの活動が多く見られる．

　妓近の特徴的活動としてみられるのは障害者，障

書児のためのボランテ．！ア活動であり，　「．f”：．；乱；川練」

・点袖刷」・．．弓6桝見のための拡大絵ts’．戊くリ．・な

ど特定の分野における運動の展開である．

　4．む　す　び

以L．膵の鋤1の児．ll改／ヒ疏ゆ・．・くつかを｝既

括的にみてきたわけで．あるが，こ二で．］旨摘し．ておき

たいことは、児瓶文fヒ活！助が才∫ヒな．ド咋で』なく・　ゴ．

どもゾ）自発’性、創造／生を伸ば．．＃ノ∫［川に展1用をしてい

く二とである．

　現在のt「・どもたちは，家庭では核家族化，家屋の

倭小化により親のド渉を多くうけ、また学校、部．

稽占ごとと受験体制に追われた生活を強」・られてい

る．いわばおとなに．よっ諜糸加に鞭閤LたH・澗

か． 多す．ぎるといえるであろっ．

　このなかに，r・どもド．1身の白発’iZl三、創造性を中心

に据えた生活分Vl’を碓∪：していかなくてはならない

L．、それが現代ン．）1，ト己．虻．史化の活動の、ひとつの中心

1；腿て．あるといえ垣．な才s、舶側：郁「渦・視．ゴ『

灘1融按どa）a，ib・，祇数グ．・閲r紅．．i．1・）‘触れられな

L．活動が残ったことtt・is．二とわト吐ておく・
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世界の児阜と母性

特集・子どもの文化活動

外国の子どもの絵と
日本の子どもの絵

ttやし

林
ぬ
健

十文字学園女子短期大学教授
二紀会会貝

臼
造

　｝．鳩と子．ども

　「フランスの子どもは，鳩を見ると豆をもつ，日

本のFどもは鳩を見ると石を持つ」という言葉を聞

いたことがあります．

　フランスの子どもは情緒豊かに育っていて，日本

のr・どもはいかにも粗野な育ち方をしてL・るように

1聾rこえます．

　それでも，その石を持つ子がわが子なのですから，

もしそうだったとしたら，子ども．のそれは，取り巻く

社会や親の行為の反映であることを反省．しなければ

なりませんし，なぜr・どもがそうする欲求をもつの

かをよくみつめてやり，徐々にでも、よい情緒や情操

が育つように努めたいものだと思います．

　私にはどうも，その根底に狩猟民族と農耕民族の

違いがあって，日本のような農耕民族で・は“権兵衛

が種まきゃ烏がほじくる“式の石をもって追い払う．

だけのような気がするのは，身びいきということに

なりましょうか．

　2．日本の子どもの絵

　今，日本の子どもの絵の評価は国際的に高いレベ

ルにあります．毎年行われている国際児ci窒IIIli展など

日本の子どもの絵（5歳）

でもグランプリ（最高賞）を何度も取っているほど

です．

　しかし，ここには功罪2つの問題があります．1

つは．終戦前までの日本の子どもの絵は目と手の訓

練に教育のねら．いをおき，おとなの絵の方法を水割

りにしてやさしく絵手本で教えることから出発して

きました．一時，大正9年ころに山本鼎による自由画

運動などもありましたが、一時的で’，その後も子

どもの興味や欲求にそったテーマを，fどもの方法

で描くという方針をとっていなかったので，描くも

のも郵便ポストとか神社の島居とか，校舎の屋根瓦

などをかいたり、IllLの上のりんごやバナナを描くと
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いった絵が多かったのです．

　終戦後，評論家の久保貞次郎氏が外国をまわって

みて，どうも外国の子どもの絵と日本の子どもの絵

は，違うことを痛感して帰国しました。外国の子ども

の絵は「描くテーマも．身近かな生活からその子

自身が感動したことを選び，描き方もその子の方法

で、きわめて自由で創造的な絵を描いている」こと

を指摘しました．

　この説に共鳴した人びとによって1952年「創造美

術協会」を作り，いわゆるソービ運動が始動しまし

た．この運動がきっかけとなっていろいろな子ども

の絵に関する民間美術教育運動が．百花線乱のよっに

起こりました．

　これらはみな，子どもの絵は「絵を描くことを通

して子どもの創造力や豊かな美的情操を育てていく」

ことに目標をおいています．

　このため，前述のように伝統的に高い芸術性をも

っているといわれる日本人の」血と．この自由な創造

力を目指す教育が相まって、大変すばらしい評価を

かち得るようになったといえましょっ．

　2つめの問題は，このことはうれしいことではあ

っても無反省には喜べないという問題もはらんでい

ます．

　これと同じようなことは，子どもの音楽教育にも

あてはまるらしく，日本の子どもたちのすばらしい

合唱や演奏をきいた外人たちの批評に「日本の．」こど

　もたちの音楽はなんという見事さでしょう．驚嘆しま

　した．ただ1つ心にかかるのは，日本の子どもたち

がはたして心から喜んで歌ったり．演奏したりして

　いるでしょうか」ということだったと，私の友人の

音楽教授がもらしたことがあります．まさに子ども

の絵の問題も同じことで、日本の・r．どもの絵はたと

えば，煉瓦建築の一つ一つの煉瓦を，すべて色を変

えて描くとか，羽目板の木目まで根気よく描くなど

の，繊細で．工芸的な技法は驚嘆に価しますが，本当

に子どもの心から出た表現でしょうか．やはりその

裏側での教師の“ああやれ，こうやれ“と指図して

いる声が聞こえてきそうな感じを否めません。

　また，これも国民性なのでしょうか，描き方が一一

般に粗野なのです．おとなの絵画にはFauves（野獣

派）といわれる画派がありましたが，f一どものフt

一
ヴィズムです，

　外国の子どもの絵は，一見年齢的に見て幼稚な感

じですが，一本の線にも，色彩にもとても心がこも

っていて，誠実感や喜びがあふれているように思い

ます．

　3．子どもの絵はメッセージ

　ソ連の入形劇で著名なベルゲイ・B・オブラツt

フは「美術教育は森の中から，川のほとりから、鳥

や魚のそばからやってくるのです．雲が象さんに似

ていると思われ、木の根っこがうさぎに似ていると

思われるところから，美術教育は始まるのです」と

とてもいいことを話してくtLました．

　子どもが「お母さん，みて．あの雲うさぎさんみ

たい」と呼びかけてきたときに，　「雲は雲よ」など

と取ト1合わなかったら，その子の豊かなイメージも，

心も育つはずがありません．

　eどもが成長発達していく道筋には．この社会に

適応していくために，おとなから教わることもたく
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　外国の子どもの絵．（7歳8か月の男子）

さんあります．しかし，それを受けとめていく子ど

も側には、感情や想像などのように自分のイメージ

や個性化していく世界もあって，この外面化と内而

化がバランスよく発達していくことが望ましいので

すが，今の時代は外からの詰め込みにウZイトがお

かれて，パランXが崩れている．時代だといわれてい

ます．f’どもが雲を見で，うさぎさんみたいとする

のは，その子のイメ’一ジ化・個性化された雲の見方

です．

　これが絵になり，詩になるのです．だか．ら，ここ

はおとなは教えることはできません．今・，このよう

な人閤的な心を育てていくことが，V．・ちぱん大切な

ことです，

　たとえば，家にある1個の．リンゴを見たとしても，

すく’「これ食べていい」と聞きます．食べるだけ

なら動物と変わりません．または「お！このりんご

いくら」とすぐ‘萱段を聞ききたがります．「1個500

Fqよ」などというと「あっちの店で200円で売って

たよ，ママ損したね」などといいます．すく“値段．の

高い安いで判断しようとします．だからエコノミッ

クアニマルなどといわれるのでしょう．時には「あ，

　　　　　　　　　　　　　　　世界の児猛と母性．

き．れいノこのりんごの色」などといってほしいもの

です．これは人間しか持てない感情です．

　イギリスの詩人のべ一シェンス・ストロングの「子

どもたち」という詩の中に，次のようなことばがあ

ります．

「お金では買えないもの一をよくわかって，大

事にすることを教えなさい．

一
ひろびうとした世界，大地や空の美しさを．

　未来というものを心に浮かべてみると，f’ども

　たちのために．私たちは身がしまります」

　子どもの絵は，まさにお金で．は買えないものです．

fども自身が見た1），聞いたり．．ものに触れたりし

て驚いたり，喜んだり，時には口惜しかったり，悲

しかったりした心の動きを，1歳のときから獲得し

てきた自分の描き方で描いたものです．

　その．感動を言葉と同様に，だれか最も親しい人に

伝えたいのです．家庭ならそれは母親でしょうし，

園なら担任の先生でしょう．親しいお友達のことも

あります．パパのときもあります．その最も親しい

人の納得を得て「ね、わかってくれた？」という意

味をもつのです．

　その道を通ることで，その子の心が育っていくの

です．いわば子どもの絵は「あなたへのメッセージ」

なのです．

　だから「何を描いたのこれ？」などとしかめ面で

受けとめずに，そのr・の絵の話を聞きながら，そん

な心をもって描いたのねと、暖かく見守ってやるこ

とが何よりも大事なことです．
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特集・子どもの文化活動

ユネスコ・アジア地域

共同出版計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紘 s“か

岡
ジ
享 子

〔財）東京子ども図書館理事長

　共同計画で出版された「アジアの昔話」

　私の机の前のコルク板に，名刺大の紙きれが何枚

かビンでとめてある．これからの仕事の予定である．

中の1枚に、　「アジアの昔話6」というのがある．

すぐ横の本立てには，「Folk　Tales　From　Asia．

Book　S　ix」と背に書かれた薄い，緑色の本が立って

いる．これをt日本語に訳すのが，予定された私の

仕事なのである．

　本を手に取り，表紙の小さく9つに区切られた枠

の中に，本文に出てくるさし絵の一部が見本のよう

に並んでいるのを眺めながら，考えてみると，この

本もずいぶん長いおつきあいだな，と思う．

　出来上がったところを見ると，ごくふつうの昔話

集にしか見えないこの本は，しかし．実はたいへん
　　　　　　　　　コ　　　■　　　■

ユニークな作られ方をした本なのである．ひとりの

作家が原稿を書き，ひとりの画家がさし絵をつけ，

ひとりの編集者が編集をし，ひとつの出版社から出

版される……というのがふつうの本の作られ方であ

るのだが，この本には，ひとつのお話だけについて

も，その何倍もの人がかかわっている．これは．東

京にあるユネスコアジア文化センターの主催する，

iアジア地域共同出版計画」が生み出した本の一冊

なのである．

　その源までさかのぽれば，アジア地域共同出版計

画は，1964年バリで開かれたユネスコの第13回総会

にはじまるという．そこで図書出版と流通について

の会議をアジアで開催することが決議され、それに

もとついて1966年に東京で、アジア地域の出版，図

書館、教育関係の専門家の会議が開催された．この

とき、将来．アジアの図書出版を促進するための具

体策として，東京に図書開発センターを設置するこ

とが勧告され，日本側の努力によって，1969年には

そのセンターの発足にこぎつけた．これがのちにユ

ネスコアジア文化センターの図書開発部となるのだ

が，センターは、ほかの各種の＄業と並行して，19

70年から，アジアの人ぴとが共同してアジアの子ど

もたちのために，共通の読みものを作ろうという計

画をすすめてきたのである．

　私は縁があって，第1回の企画会議のときから、

この計画に参加することを許された．以来，その都

度メンバーの顔ぶれを変えながらも，会議は、夏の

企画会議，冬の編集会議と年2回ずつ開かれ、この

10年間に．ともかくも11点の本を世に送り出したの

である．
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世界の児童と母性

　アジァ・ユネスコ地域出版計画で作られた本

　「アジアの昔話」　6巻

　「アジアの祭り」　2巻

　「アジアの子どもの遊び」　1巻

　「アジアの子ども向け短編集」　2巻

がそれである．

　Isか国，23か国語で刊行

　これらの書物は，1冊1冊が次のような手順で作

られた．まず企画会議（国連に加盟しているアジア

地域のすべての国が参加）で企画され，各国の国内

委員会に原稿が依頼される．各国ではさまざまな方

法で原稿を集め，下選びをして東京のセンターに送

る．センターでは，これも数か国の代表からなる編

集委員会議にかけて，作品の最終の選考を行い，あ

わせて，さし絵を注文し，おおまかな編集作業をす

る．これを日本にある出版社に依頼して，本にして

　　　　　　　　　　　もらう．ここまではすべて

　　　　　　　　　　　英語で事が運ばれ，出来上

　　　　　　　　　　　がってくる本も英語である．

　　　　　　　　　　　　さて．そこから先が本番

　　　　　　　　　　　で，各国は，この英語版の

　　　　　　　　　　　本を親版として，自分たち

　　　　　　　　　　　の国語で国内向けの本を出

　　　　　　　　　　版する．さし絵の部分が共

　　　　　　　　　　通なので，同ヒフィルムを

　　　　　　　　　　共用して印刷し，その分コ

　　　　　　　　　　　ストダウンをはかるという

　　　　　　　　　　わけである．アジアの子ど

　　　　　　　　　　　もたちが共通の読みものを

　　　　　　　　　　通して相互に理解を深める

といっことと同時に．それぞれの国で出版活動を盛

んにする，公の手になる教科書的出版以外に、私企

業としての自由な出版を育成するというのが、この

計画の大きな目的であるので、援助できるところは

援助して，各国が自国語版（それは必ずしも一言語

に限らない）を出せるように，最大の努力が払われて

いる．

　おかげで1980年7月現在．英語版の出た最初のう

ち8点が，16の国で，23の言語で刊行されるに至っ

ている．その冊数も全体で130万部をこえた．と，こ

う書いてしまえば、なんのこともないように見える

が、児童書の出版がほとんど行われていない国，紙

や活字にする鉛の入手困難な国，英語かち自国語へ

の翻訳をするのに適当な人材を得られない国もある

ので，これだけの成果が上がるのは，実はたいへん

なことだったのだ．ともあれ，今まで子どものため
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の読みものらしい読みものが存在しなかった地域で

も，ともかく色のついたさし絵入りの本ができたこ

と、広大なアジアの地域に散らばっている子どもた

ちが，あるいはグジャラティ語で．、あるいはスンダ

語で，またビルマ語，シンハリ語、クメール語で，

同じ内容の本を読んでいることを考えると，幸せな

思いに胸カマふくオしる．

　編集会議に参加した出版人たちが、これらの：書物

を，たんに名目一ヒ有意義な，けっこうなものにする

ことを極力避け．できるだけ実際に子どもたちに喜

ばれるものにしようと努力した甲斐あって，多くの

国の共同参加、共同編集といういわば本作リとして

は制約の多い，むずかしい編集・製作過程をへてい

るにもかかわらず，かなり子どもに近い，親しめる

本ができたと思う．その成果が認められてのことだ

ろう．規版である英語版は，英語圏の子どもたちに

読まれているばかりでなく、ポルトガル，ノルウェ

ー
などヨーロ．／パの8つの国のことばにも訳されて，

これらの本は，アジアばかりか，世界の子どもの共

通の読みものになりつつある．また、最近では、こ

れらの書物が，そしてまたこの企画を推進させるた

めの基礎資料として収集していた書物が、カンボジ

　ア難民の子どもたちに、その教育と楽しみのための

本を提供する役にも立っている．

　私個人としても、この計画にたずさわっていたお

　かげで，アジアの隣国のことを以前よりはよく知る

　ことができるようになり，親しい友人を得ることも

　できた．自分の限られた場で身につけた知識や経験

　を，このような形で，広くアジアの子どものために

　役立てる機会を与えられたことに感謝している．

　しかし、共同出版のイ七事を通じて、私が身にしみ

て感じたのは，了一どもの読書、子どものための出版

ということにかけては，日本はアジアの叩で，まっ

たくほかとはかけはなれた存在だということである．

子どものために年々出版される本の点媒川j・数の多

さ，内容の多様さ，書店や図書館など本を入手でき

る機関の普及度，．f’どものための作家画家の人数

の多さ，印刷技術の高さ，などどれひとつをとって

みても，たいていの国とは比較にならないのである．

恵まれたとしかいいようのない状態である．

　しかし一．一方，本を読む子どものことを考えてみる

と，その恵まれた日本の子どもが、いちばんよく本

を楽しんで．いる子かというと．そうともいいきれな

い状況がある．ノ上・さな図書館で’．一了・どもたちの姿を

1一何年にわたって見てきた私には．昨今の日本のf・

どもたちの本に対する態度の変化が気がかりでなら

ない．小さいときから字が読めるわりには，本が楽

しめない、本から得たものが心に深くかかわるよっ

な経験をしていない．これは，一り」てr一どもたちが

真に子どもらしい生活，つまり自然と親しみ，仲間

　と遊ぶという暮らしをしていないからではないかと

思われる．こういう子どもたちに、ただ次から次へ

　と，到底読みこなすことのできぬ量の本が洪水のよ

　うにどっと与えられる　　こんな日本の状況がはた

　して幸せといえるだろうか？しきりにそんなことが

　思われる．子どもに本を読ませることがよいことで

　あり，必要なことだと100パーセント信じて，共同出

　版の自国版発行のために努力しているアジアの友人

　たちを見ると，その疑いを知らない情熱が，うらや

　ましいもののように思えてくるのである．
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四界の児童と吋昨

特集・子どもの文化活動

人形劇と子どもたち
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　人形劇の国際組織一UMMA

　かつておとなを楽しませ．r一どもを巻き込んでの

大衆娯楽として一世を風びした人形劇団は，今世紀

はじめ，山堺的な資本上義籠済の発達と芸術の自然

．L義的潮流の影響を±Je．く受け，子どもだましで稚拙

なものと扱われ，経済的困難と相まっていつかtt滅

びゆく芸術“のレ・・！テ∫し．をはられ，はては“t＊”物館

行き”を懸念されたか．、］920年代後半、新しい労動

者階級の勃興とともに、ふたたび新しい息、吹きを取

リもどした。そLて1929年パリ，アラハ、リェー一ジ

川ベルキー陸起点に．入形劇の国際組織．一削際人

形連盟（Union　Internationale　de　Marionette）通称ウ

ニー？（UNIMA）が結成されたので1ある．

　ウニマは「人種，政治的信条，宗教，芸術的傾向

の違いにかかわりなく，人形劇芸術にたずさわる全

世界の人ぴとが，人形劇芸術を通して’FFIIと諸国民

の相互理解に貢献するために．自発的に連合する組

織（ウニマ規約前文：1であリ，第2次大戦で’一時，

活動のd‘tiLを余儀なくさtLたが，戦後ただちに活動

を再開し，1957年プラハで戦後はしめての大会か開

かれてからは．3年ないしは4年ごとに大会と国際人形

劇フユステ｛バルを開催している．そLて人粉§llは

こんにち，おとなもr一どもも魅了しつつ．演劇界の

輝かしい高みにまで’到達したといって過言ではない

だろ’ノ．

　人形劇の世界

　人形劇，それはファンタジーのttt“Sである．それ

は人間の真似ごとで．はなく、人形劇的に昇fPされた

独自の世界である．現代の人形たちは伝統rlCJ人形劇

の主人公たちの・性格を受け継ぎなから．さらに現代

に生きる人間の喜ひ．や悲しみや怒りを歌い語る，彼

らはときに手問ひまかけて精巧に，ときに身の回り

の材’料で簡単につくられ、また傘やバケツや瓶やポ

ー ルや野菜そのものて．あったりもする．生命のない

ものに止命劾吹き込まれ，飛んだ‘1踊’，たリ話した

リ．また打ち．首になったかと思うともう・．’度生き返

：，たり，人びとの今，生きている思いのたけが表現

されるのだから、おとなも子どもも心動かされずに

はいないのである．

　1’・どもたちは．身のIII1りの現実をリアル1二感じと

りつつも，彼ら自身の空想の世界に溶け合い、人形

とし・・．ノしょにな・．て笑い；・ICき，　λこkncr．）Llt界に｝ts／｛・．；：．

彼らはノ＼形劇か大好きだ．数年前．フラン久の小さ

23



な川舎川『シャルルビル・メジェールで．開かれた第H

回ウニマ大会参加の道すがら，ロンドン郊外に口む

当時ウニマ会長のジャン・ブ．’セノレ氏の友人たちと

ともに招待きれ、かの《ハンチ劇》を近所の1’・ども

たちといっし」に見る機会があったが、　f’どもたち

は判1．暴で痛快なパンチにイエス・ノーできっは．り答

え，　ピー一ピー一と口．笛でなじりながら．全身で劇を楽

しんでいた．

　またグリム兄弟の生まれ育った西ドイツの静かな

城ト町スティナウの．占い城の馬舎を改造したとい

う人形劇場では、　∫．どもたちは「ドクター・ファウ

スト．1の舞f〔に息をのみ，カスベルの活躍に爆笑と

声援を送っていた，プラハのイ・どものデハート《小

さな太陽》人形劇場では，演目は忘れたが俳優か出

遣いで人形を動かし、舞台装置を並べかえての姫台

の展開に、す．っかり目を咋われていた．

　こうLた子どもたちの姿は11本でも同Lこと．私

たち／vrF．劇団フークの舞台でiJ，アンデルセンの「は

だかの］三様」で．　’」［：様ははだかだ．ノ”ヒUぐちに

叫び，グ1）ム竜話の「．1’・山．／f”と狼．．で1±，彼ら自身

∫’山羊になって狼に恐れおののき，ついには徹底的

　　　　　　　　　　　　　　＊　　　，に狼をこらしめるし，ヤン・マllクの1小さなボ・一

ルのフリーチェク」て．は．hlikにさらわれたフリー一チ

ェクを救い出そうと．舞台めがけて一・生懸命フーフ

ー 風を1吹き送る．こうした場面で．J・：どもたちは．た

んなる観客とLての存在に．とどまらず、人形ととも

に劇に溶けこみ、新たな人生を体験するので’ある．

人形劇の魅力と効用

また，人形劇は内気で．引っこみ思案の一f・ども，言
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フレデリック・パーナード画「パンチとジュデ｛」（1887）

語障害や心身llナ）1古の］：どもにとつて　まtことない心

の友となる．彼らは、木や布や野．菜などでつくられ

たノ＼形にユーモラスに人なつ・．、二く話しかけられる

と．　人問で1はとうてい及ばないほど白然に，C・を開き，

ド［信を取リもどし，彼ら自身おどろくほど明るく活

発にふるまうようになる．　このことは日本はもちろ

ん、アメリカ、インド、フィリヒン、オ・．一ストラリア

など各国の教師や人形劇関係者が驚き！誇りをもっ

て報告Lている．かつてレスリー・キャロンとメJL

・ファーラーで演じられたアメリカ［映山　　リリー一

は、二れをよく物語っている．

　野外ページェント

　ー方、全ての］’・ビもたちは、絵を描き，紙やlliを

切り話を作る．おとながそれをじゃましないで．ほ

んの少し励ましてやったなら、彼らの創造の翼は大

きくはばたくことができる．シャル’レピル・メジニ

ー
ルで．のフェスティバルの最終LI，私たちは街のメ

インストリートの歩道で、ある光惑こ川会．・tた．お

よそ数卜人の一∫’・どもたちに、2．3の青年たちがまL
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特集・子どもの文化活

　　ドランドの

目少年芸術センタ

山　　　口　　　　真
ユネスコ・アジア文化センター

文化事業課長

　ロンドンから北へ約ユ77キロメートルのところにイ

ギリス中部の大産業都市，バーミンガムのカノン・

ヒル公園内に．青少年の高水準のあらゆる芸術の鑑

賞と創作活動を提供する総合的な文化施設，ミドラ

ンド青少年芸術センターがある．

　プログラム

　この青少年芸術センターは1969年に設立され，年

間を通じて1週7日問，休日なしに午前ユ0時から真

夜中近くまで（午後10時30分開始のプログラムもあ

る）文化活動を行っている．プログラムは午前中は

児童，夕方は青少年，夜は青年・学生・若い勤労者

を対象として、知識，文化，レジャーの3分野を総

合した全生活にわたる文化活動を提供している．ま

た週末と休日には親子そろって，家族単位で活動に

参加できる．初期の主な事業の目的は．家庭的に恵

まれない子どものためのものであった．

利用者
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　現在，延べ1，000日以上の事業参加者（Sessien

attendances）は1年間で約40万人（延べ人数），その

3分の2は15歳以下の児童である．利用者の内訳は

およそ次のとおりである、

芸術クラブ

青少年劇場（プロの劇団）

カノン・ヒル人形劇場（　　〃　　）

カノン・ヒル・コミュニティ劇場

　（アマチュア劇団）

カノン・ヒル映画劇場

音楽活動（コンサート，リサイ

　タルなど）

視覚芸術活動（展覧会，講演会，

　セミナーなど）

図書館（詩および文学に関する

　行事）

ダンス，体操，フェンシング，

　柔道，ヨガ，ピンポン，クラ

　イミング，スカッシュなど

芸術・クラフトのワークショップ、

　スタジオ活動

その他一般的なサービス（会議，

　セミナー．見学）

合計

70，000

45．000

32，000

4，000

45，000

6，000

20，000

15，000

50，000

100，000

10，000

397、000人

　活動と施設

　芸術センターには人形劇，映画、リサイタルに使

用される劇場，芸術に関する書籍，児童読みものの

ある図書館，展覧会のための美術ギャラリー，音楽

スタジオ，陶芸，木工のワークショップのための部



　．fi・少年三術センターてコ完を搭く子どもたち
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集・子どもの文化活

カナダのオンタリオ

科学センター

ax　須　　隆　　雄
厚生省児竜家庭局育成課

設立の目的

　ドン漢谷一帯の3つの円形タワーからなるオンタ

リオ科学センターは，カナダ建国100年の記念事業

として，1967年にオンタリオ州により計画された．

この科学センターの設計は，トロント市在住の日系

2世の建築家，レイモンド・モリヤマ氏が担当した

ものであるが，設計に当たって次のようなところに

重点がおかれた．

　まずその1つは、既存の博物館などのような展示

や保管などを主目的とする建物ではなく，青少年を

中心とする来館者にとって，科学的原理や技術的成

果が理解しやすいように工夫されている．特に，青

少年が実際に自分で展示物などに触れたり操作する

ことによって、科学技術に関する興味と関心を鼓舞

し、さらに，学習意欲を高めるような配慮がなされ

ている．

　また，その他の年齢層の来館者にとっても．科学

技術の応用が，人びとの日常生活や環境とどのよう

に関連しているかについて，理解しやすいように種
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種の工夫がなされている．

　設備・運営の特徴

　集合場・チケット売場・案内所をはじめカフェテ

リア・科学関係図書の販売店などが設けられている

レセプションビルは，科学センターへの入口でも

あり，クラスごとの団体で来館する学童たちが利用

する低層部と，一般来館者用の高層部に分けられて

いる．

　このピルからは，渓谷を横ぎっているドーム型の

陸橋によって，丘上にある2つのビルに移動できる

ようになっている．これらの3つのビルは、ちょう

ど3角形の頂点に位置しており，その中心に大ホー

ルがある．

　さらに，センターには約500人を収容できる講堂を

はじめとして，3つの小実験劇場，展示ホールやセ

ンターの職員である科学者・教員・デザイナーたち

の部屋や展示物開発用工作室，教育実験部門などが

設けられている．

　また，先に紹介したように，展示物などは来館者

にとってガラスケースに入ったものとしてではなく，

来館者自身がボタンを押してみたり，腕の力によっ

て展示物を操作するこのができるようになっており、

時にはこれらを使ってゲームやコンテストができる

ように工夫されている．

　さらに，センター内ではさまざまな定期的実演が

行われており，来館者がボタンを操作しながら自分

の好みのプログラムを選択して，視聴覚機器を通し

て楽しむことができるようになっている．

　科学センターでは，映画の上映も行われており，
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　オンタリォ科学センターの摸型図

科学に関する映画のほか，毎週土・日曜日の午前中

には子ども向け映画の上映が企画され，さらに高齢

者を対象としては，科学映画が上映されていない曜

日の午後に，古典映画を上映している．

　以上．このセンターの設備・運営・企画などの特

徴や工夫されている点などの一部を紹介してきたが

もう一点このセンターが世界的に知られていること

は，教育機関として、その機能の充実に力を注いで

いることである．

　行きとどいた教育プログラム

　ここでは，幼児から大学生までを対象とする教育

プログラムが開発研究され，学校ごとのグループに

よる利用は，地元のオンタリオ州やカナダの他の地

域にとどまらず，米国の隣接州からの学生利用者も

多い．この教育プログラムの内容は，専門のスタッ

フによって準備され、視聴覚装置や実験装置を用い

ての演劇に関する研究、科学的原理に関するデモン

ストレーション．展示物についての解説や電f’顕微

鏡やレーザー光線を使用しての実験・ゼミナールや

世界の児泉と栂竹．

ワークショ・ソプなどが組まれている．

　また，学童や学生たちを引率して，この科学セン

ターの利用を計画している教貝に対しては、さまざ

まな便宜が図られており，学校との連携，協力を密

接にすることによって、設立の目的を果たす努力を

している一面がうかがえる．

　来館者へのサービス

　最後に．この科学センターの来館者に対するサー

ビス面について．参考までに紹介しておこう．数か

国語で記された案内図や「崔し物などに関する印刷物

は．科学センター入口のほか．各地のインフtメー

ション支所やカナダ・米国の関係機関，旅行代埋店

などて’入手できるようになっている．また団体人館

者の料金割引、高齢者に対する低入館料，身体障害

のある来館者のための弓〔椅子や乳母車が用意されて

いる．さらに．人館者数の最も多い時間帯には得護

婦が勤務するようになっている．

　この稿は，財団法人日本児童手当協会・杉本常務

理事が、54年カナダと米国の児童文化関係施設を回

られた際に、このオンタリオ科学センターも視察、

その折に入手された資料を，筆者か訳出，「児童手当」

（財団法人日本児童手当協会発行・昭和55年3月号）

に紹介したものの一部である．

　シンポルマーク

圃±皇ぬ外郭機間てあろ世惇幼児竹行

惰慣オ’　プtnMHp　r戊R《；A∨1

sA丁10N　MONDlALt：　VOLTR‘．．

EPucA．Tto，y　Pt｛Es（：りL．A〔口E

・’レ’ポa」〉一ク．　　イ［部，杉り．
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国際会議

第20回
国際社会福祉会議
ド：㍑ぼ搬紺LC°NFERENCE°N）

’、・．t）・　　　　し．・．．　　　　．．三．．．．．．

仲　　村　　優

H本社会事寮ノぐ’乞教技

、．T．．

　国際社会福祉会議とは

　国際｛［．会福hl二会議は、社会借祉金般にわたる課題

ル取リヒげて検司’するため、2tl二に1度開か］．しる国

際会議で．ある．そv．）第20回会議か、」こる551F7目16

1．｛から22日まで否港で聞かれた．アジアで開かれる

のは．マドラス、．4覇．1：、マニラに次いで．4度目にあ

たる．

　会康のテーマは「経済不安の時代における杜会開

発．．で』あ一／た．

　こん．にち、IUrl県Lゆうの国ぐにが経済的に不安定

な状況ドにある．

　フじ」匹1用発P川よインフレと．イ㍉兄に．1．「『1まされ，　福祉i”

廿：ソ）見直し．や肖［1減力ご1．li常｛ヒしている，1．旧発1垂L国ノ）

経済が改：酋こされ．る見」±7刈まなく、．先進［．lil．ヒ．ソ）［i／｜グ）格

元㌃1よまづ・ま寸’」＼きくなリ．　牡顛1隻ゾ）．貧1：f｛iに．1．［6圭ノノkたち

はふえ．二そすれ、い．．1二うに」lk況が良くなるめどは

　、：（1ち’そうE二な’し、．

　それで．は、ト．ヒ会のい㍑はーん恵まれない、弱い層の

　人たちの問題に関心を寄せる、杜会福祉や祉会1↓目発

の．事業は、その，汁画をどのように進めたらよいのか．

　会場風景

会1議の．｝．三題は，この辺の、課題を据り1こげ検詞．オる目

的で．設定さ且たものである．

　llll界のすみずみからフミ議に参加Lたil／lは約50、参

1〕11XはL　lt．“玖で・．1／Mgからの参IJ賭は：う緒で‘あ・．・

た．最近の会議ではいちばンt．少ない．数で、特にいつ

もに比ベアフリカや中南米からの参，lj］］が少ない二．と

か．1：．．1．、li／．．．．た，多くの参加者をはるは．る香氾圭で．．己る

1亡わ㌣｜白奇ミ：トWカこなL・と　L・う　び）カ・，　そiL・㌧．ソ）」．也］或グ．プ」三．1．“i’

なのて．あろう．

　会議の模様

・r・［・．・1の会議は、3つの．i姻編iiのためノ冷1川強

ヒ．延べ．川約1跡「腔．ノt’，詮1．i参JJ［［川川「．二議を

心、に、そのほか：．二も8つの一々・・ラム［を川↓討’論

会：㌦3つの特i’」［］研究会、蹴5’Lε資料の紹介、施設

見．アなどと盛りだくさんの一ア．．ロ．ソ．．ラムで．あった．特

1二，1．OO（：｝ノ＼フ壬グ）ノ＼tニナノカ1．　l　Eli．、もアニリ　］〔）一ユ5ノ＼ク）ノ］・．ク．1

ルーフ．． に分かれて同．1議する円川テ．イスカ．．．tシ．ヨンは、
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なかなかの壮観であった．

　これだけ大きな会議の全貌を的確にとらえること

は不可能に近いが、私の体験した範囲のことから印

象に残ったことをいくつ．かを紹介する．

　精神的な豊かな社会を

　全体会議の主題講演の大部分は，欧米の第一級の

社会福祉研究者によって行われたが，その演題は次

のようなものであ．った．　「困難な時代と質素なユー

トピアの探求」　「地域住民こそ政策目標だ　　　80

年代に向けての言葉一今までとは異なる発展への

よりよい方向を求めて」「地域住民のところに立ち

展ること」．

　これらの演題は講演者がそれぞれに考えたもので

あろうが．共通の基調のようなものが認められて．興

味深い．それぞれに翻訳してみると「経済的な不安

定にょって物質的な意味での大きな発展を望み得な

い今後の時代には，生活を切り詰めても精神的に豊

かな仕会を作り上げるごとに努めるべきだ」　「80年

代の福祉とは，西欧型の工業化による開発方式では

なく，地域住民（開発途上国では主として農民）の

｛相舌を維持L豊かにする新しい発展の方法を講ず

べきだ」　「地域社会の緊密な人間関係・家族関1系の

中で息づき生活している人ぴとこそ．具体的な政策

目標でなければならないユということになろうか。

　これらの主張とほぼ同ヒことは，10年ぐらい前か

ら，主として南側の開発途上国群｛二属する社会福祉

関係者から．繰り返し1唱えられてきた．今回の会議

世界の児庫と母†］

では．香港で開かれたということもあったかもしれ

ないが，西欧側の人ぴとによって公式にこのことが

述べられたという点で，重要な意味をもつものとい

えよう．

　つまり，地域祉会や家族関係を破壊してしまった

西欧型の開発の仕方に対する西側自身の反省と．そ

の点でアジアに目を向け直してみなければならない

とする新しい指向である．

　考えさせられた難民間題

　今度の会議でもう1つ日本人として深刻に考えさ

せられたことは、難民問題である．この問題を取1）

上げた研究集会の．報告によると，これまでにインド

シナ難民が］no万人以1・．パキスタンに脱川Lたア

フガニスタン難民が約90万人，合わせて200万人の

難民がアジア地域で生まれている．世界｛叶本では無

慮1．600万人に及ぷ難民がおり、その人ぴとの生活

は深刻であり，こんにち世界で最大の社会問題にな

っている．

　香港は人t］4〔〕0万人の・］・さなところに．すでに8

万人のポート難民が入ってきており，そのうち4万

人は難民キャンプに収容され、悲惨な最低’k活を強

いられて．いる．タイ国の様子についてはマス・コミ

報道の通りである．難i民の受け入れに，世界で最も

消極的なll本の態度〔お金だけは最高にMtしている

加について、無言の厳Lいlfヒ判を投げかけられて

いるように思われてならない．国民的課題とLて1’C．

剣に．9vs．てみるべきことであろう．
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茜　希　ll蕎
大1坂樟陰女・f・大可二教｝受

OMEP　H本委貝会常任委貝

　学際的な研究討議

　国連の外郭機関の1つであるOMEP（世界幼児

教育機構）の世界大会は、3年ごとに開かれていま

すが．その第16回世界大会が去る7tl28　Elから8月

1口（1980年〕まで「幼児は一人前の杜会人か」と

いうテーマで，カナダの古都ケベ・・ク市の国際会議

センターとヒルトンホテルを会場にして開催されま

した．47か国から1．OOO人以上の参加7iが集まり盛会

でした．ひとリ，ふたりしか参加していない惨加

できないというほうが正しいかもしれない｝国も多

かったなかで、日本からは山下俊郎委貝長をはじめ

40名か参加し，地元カナダとアメリカに次ぐ大集団

で’した．今度の世界大会は，昨年（1979年）の国際児

童年を期して各国で始められた研究活動に参加し，

幼児期と杜会に関する国際的・比較文化的な研究を

続けていくのに役、Zつ、好都合な場になりました，

出生時から8歳までの乳幼児に関係のある幼稚園や

保育所の教師・保母，教育学者，心理学者，保健・

芸術・マスコミ関係者など，幅広い分野の人びとが

集まり、学際的な研究討議をすすめました．

　大会の基調講演

　大会の基調講演は4つありましたが，その演題と

講師は次のとおりです．

　1．「幼児は一人前の社会人かウ」　ドニーズ’ボン

　バルディ博上（ヵナグの社会学都

2．「幼児の社会的統合」　ロィ・エバンス博．1：（ロ

　ンドン・ローハンプトン教育研究所長〕

3．「幼児の創造性・1　マゼラ・ド・ペビラ・カNj・i’：

　（ウルグアイの教育学者〕

4．「」㌘供の権利」　バーバラ・チンヨルム夫人｛カ

　ナダ青少年協議会企画局艮｝

　第2日めから3日間、毎日午前と午後に．2時閲

半すつ小グ’レープによる研究集会が開かれました．

この分科会の数は、テーマと使用語1英語かフラン

ス語かスペイン語〕によって、延べ99にも及び、そ

のテーマを全部あげるわけにはいかないので．主な

ものを拾ってみましょう．〔（　1内は使用語を示す〕

●f’どもたちの発達の評価と一i：どもの権利〔英・仏・ス）

●子どもの発達に影響を及ぼす条1’1・（fム）

・母親の栄養・‡絵的．［貯1と乳児期の栄養が将＊の

　脳・精神運動発達に及ぼti影響C英）

●文字と言葉（仏・ス0

●読み方と計算（英）

●運動過多症と情緒障害〔tk”〕

・伝達の技能言語の発達〔ft’　’堀

●家庭環境における了．どもの心理療法C　u…　英｝
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